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１. はじめに 

 慶安元(1648)年 3 月、群馬県と長野県の県境に位置

する火山、浅間山が噴火した。この噴火に伴い発生し

た融雪型火山泥流は、現在の軽井沢町追分付近まで流

れ下り追分駅を流出した。1)，2) 

 浅間山では、融雪型火山泥流（以下，融雪泥流）に

よる居住区への被害が想定されており、想定される融

雪泥流の影響について、学識者が中心となって学術的

な観点から「ハザードマップ」の検討を行い、この結

果を基に住民が噴火時に適切な防災対応行動をとるた

めの情報について、行政の防災担当者が中心となって

地域防災の観点から「防災マップ」の検討が進められ

ている。 

 これまで、浅間山における融雪型火山泥流のハザー

ドマップ（以下，融雪泥流 HM）としては、数値シミュ

レーション 3)により想定した「最大流動深・流体力マ

ップ」が作成されたが、流動深や流体力といった表現

は防災対応行動と直結するものではなく、住民や防災

担当者はどの範囲がどの程度危険で、どのような防災

対応行動が必要なのか判断が難しいものであった。 

 本報告では、融雪泥流に対する住民避難の検討に資

することを目的に検討した、ハザードマップとその活

用について報告する。 
    

２. 防災対応行動に対応したハザードマップの作成 

 住民避難を検討するためのハザードマップは、住民

の防災対応行動に直結するものであることがふさわし

いと考え、ここでは、融雪泥流発生時に想定される住

民の防災対応行動を①屋内退避、②家屋 2 階への一時

退避、③避難所への事前避難の 3 つに設定し、数値シ

ミュレーションで得られた融雪泥流の流動深と流速の

データを使用して、想定される防災対応行動の範囲を

10m×10m メッシュ毎に区分した融雪泥流 HM を作成し

た。(表 1，図 1) 
    
2.1. 家屋への影響 

 家屋への影響については、土石流の氾濫に係る数種

のパラメータと家屋の被災の関係を調査した石川ら 4)

の報告を参考に、流体力と家屋の被災の関係から、融

雪泥流による家屋への影響(全壊・半壊・損壊・被害

無)を区分した。 
    
2.2. 歩行避難への影響 

 歩行避難への影響については、流水中歩行実験を実

施し水深や流速などに対する歩行避難の限界を把握し

た須賀ら 5)の報告を参考に、歩行避難への影響（歩行

可能・歩行困難）を区分した。 

 ただし、平坦な実験水路では歩行可能であっても、

融雪泥流の流下が想定される浅間山麓の傾斜があるよ

うな場所では、水深が浅くても流速が非常に早い射流

が想定され、この場合歩行による避難は危険と考えら

れるため、射流域の範囲は歩行困難に区分した。 
    
2.3. 浸水の被害 

 浸水の被害については、融雪泥流の流動深に対して

床下と床上、家屋の 1 階と 2 階に区分した。 
    

表１. 防災対応行動ごとの区分条件 

区分条件 
 防災対応 
 行動 家屋への影響 歩行避難への影響 浸水の被害

屋内退避 
家屋被害なし 
 流体力 
 0.5tf/m 未満 

歩行可能 
 流れの状態 
 常流 

床下浸水 
 流動深 
 0.5m 未満 

家屋２階 
への 
一時退避 

家屋損壊 
 流体力 
 0.5～1.0tf/m 

歩行困難 
 流れの状態 
 射流 

床上浸水 
 流動深 
 0.5～2.8m 

避難所 
への 
事前避難 

家屋半壊全壊 
 流体力 
 1.0tf/m 以上 

歩行困難 
 流れの状態 
 射流 

家屋２階浸水
 流動深 
 2.8m 以上 

 

 
図１. 融雪型火山泥流ハザードマップ（抜粋） 
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３. 融雪泥流 HM を活用した取り組み 

 融雪泥流 HM 作成後、①融雪泥流氾濫範囲の現地確認

(図 2)、②安全な避難所の検討、③申し合わせ事項の

検討、④ロールプレイング方式防災訓練（以下，RP 訓

練）といった、住民避難に関する具体的な検討につい

て融雪泥流 HM を活用して取り組んだ。 

 このような取り組みはその検討過程において、融雪

泥流発生時の具体的なイメージを得ることができるた

め、防災対応力の向上が図れるほか、具体的な状況想

定のもとで、融雪泥流に対する住民避難の問題を明ら

かとすることができると考えられる。 

 
図２. 融雪泥流の氾濫が想定される箇所の現地確認 

    
４. RP 訓練での融雪泥流 HM の活用 

 融雪泥流 HM が住民避難の検討に資することが出来た

のか、RP 訓練後のアンケートにより確認した。 

 なお、RP 訓練は噴火警戒レベル 3 の状況下で訓練が

スタート、噴火警戒レベル 4 と 5 の各レベル引上げ後

に融雪泥流が発生、最終的に融雪泥流による家屋への

被害が発生するシナリオで実施した。 
    

4.1. 融雪泥流 HM の使用率 

 RP 訓練にプレイヤーとして参加した 11 機関のうち 8

機関が、融雪泥流 HM を「使用した」と回答した。この

うち直接的に住民避難計画に係る市町村については、

浅間山周辺 6 市町村のうち 5 市町村が「使用した」と

の回答であった。市町村のほか融雪泥流 HM を「使用し

た」と回答した機関は、県と自衛隊であった。自衛隊

は、融雪泥流 HM 上に透明シートを被せ、時々刻々と交

通規制箇所や被害箇所の情報を書き込むことで、状況

の把握に活用していた。 

 このように融雪泥流 HM は、RP 訓練において多くの

機関に使用された。 
    
4.2. 融雪泥流 HM が使用された場面 

 融雪泥流 HM が使用された場面としては、噴火警戒レ

ベル 4 引上げ後の融雪泥流が発生した場面が最も多く、

次いで噴火警戒レベル 4 引上げ時であった。(図 3) 

 これは、融雪泥流発生時に氾濫範囲を確認する目的

で活用されたほか、噴火警戒レベル 4（避難準備）引

き上げの段階で、その後の住民避難を検討する目的で

活用されたものと推察される。 

 
図３. RP 訓練において融雪泥流 HM が使用された場面 

    
５. まとめ 

 浅間山で想定される融雪泥流に対する住民避難の検

討に資することを目的に、想定される防災対応行動に

直結する融雪泥流 HM を作成した。また、この融雪泥流

HM を活用して、RP 訓練等の住民避難に関する具体的な

に取り組みを行った。 

 融雪泥流の発生を想定した RP 訓練において、浅間山

周辺 6 市町村は住民の避難に係る一連の防災対応を実

施する中で、ピンポイントで融雪泥流の氾濫が想定さ

れる地区名を指定していた。これは、融雪泥流 HM を活

用した取り組み中で、防災担当者自身がどの範囲がど

の程度危険で、どのような防災対応行動が必要なのか

を理解した結果であり、このような取り組みは、今後

も継続して行っていくことが重要と考えられる。 

 このように今回作成した融雪泥流 HM は、防災担当者

向けのハザードマップとしては有効に活用された。 

 今後は実際に避難行動を行う住民に向けて、この融

雪泥流 HM を避難という目的に即した防災マップへ翻訳

すると共に解説書を作成し、説明会等を実施して住民

の融雪泥流への理解を深めることで、融雪泥流による

人的被害の軽減に繋がっていくものと考える。 
    
 本報告をまとめるにあたり、ご指導頂いた浅間山ハ

ザードマップ検討委員会および浅間山火山防災マップ

策定ワーキンググループのみなさまに感謝致します。 
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